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１．研究背景と目的
あん摩マッサージ指圧鍼灸（以下，あはき）教育にお

いて，臨床実習は本幹をなす科目であり，あはきの施術技
術の向上のみならず，あはきの効果を実感できる貴重な機
会になっている。2017 年，あん摩マツサージ指圧師，はり
師及びきゆう師に係る学校養成施設認定規則の一部を改
正する政令が施行され，あはき教育のカリキュラムに新しい
基準が示された。とくに臨床実習に関する科目は，臨床の
充実を図るために単位数が大幅に増加した。あはき養成
施設では，より効果的で質の高い臨床実習プログラムやコ
アカリキュラムについて検討を進めている。藤田らは，鍼灸
養成課程を有する大学を対象に調査を行い，各大学では，
改正を機に臨床実習の単位数を増加するとともに，臨床に
おける実践的能力を向上させるため，独自の臨床実習プロ
グラムを展開していることを明らかにしている[1]。また，臨
床実習に関する実践的研究では，臨床実習が態度教育
(Affective domain) の育成 [2]，コミュニケーション能力
[3] に貢献することが示されている。一方で，視覚障害の
あはき養成課程を対象とした臨床実習に関する全国調査
[4,5] では，単にあはき施術の技術の向上を目指すだけでな
く，患者の状況や病態について的確に評価し，把握するこ
とが重要であることを示唆している。そのため臨床実習で
は，視覚障害を有する実習生が，視覚障害の重度に影響
することなく理学検査や評価を行うことが求められる。しか
しながら，このことに着目し，臨床実習で用いる理学検査
や身体評価を行う際に発生する課題について検討した報
告は管見の限り非常に少ない。

本研究の目的は，臨床実習での理学検査や身体評価
における課題や問題点を整理し，これらを分析することによ
り，視覚障害を有する実習生があはき施術時に用いるのに
有用な評価方法を検討するための基礎資料を資すること
である。

２．成果の概要
２．１　研究方法

対象は，本学鍼灸学専攻および視覚特別支援学校（盲
学校）の臨床実習の実習生 46 人（以下，実習生）とした。
実習生には，研究に複数回参加するよう依頼した。患者
は，臨床実習室来所時に肩こりの状況等に関する質問票
に回答した。実習生は，臨床実習の際に，著者らが作成
した測定評価票を用いて，指椎間距離，肩こりの程度，頚
部動作時の症状の程度について施術前後で測定し記録
した。また，臨床実習終了後，行った測定の困難度に関
する質問票に回答した。実習生への質問票と患者への質
問票の各質問項目について単純集計を行った。計数は平
均値および標準偏差で示した。測定評価票の各測定項目
の施術前後の差について，対応のあるt 検定を用いて比
較した。

２．２　研究結果
本研究結果の詳細は，学術誌に投稿を予定しているた

め公表は差し控える。以下は結果の項目のみを記す。
 ・測定評価票の項目（Visual Analogue Scale，
　Numerical Rating Scale，指椎間距離）
 ・実習生への質問票
 ・患者への質問票

３．成果の今度における教育研究上の活用および予測
される効果

視覚障害を有する実習生が臨床実習で行う理学検査
や身体評価を行う際の課題や問題点を整理・分析を行い，
有意義な基礎資料を作成することができた。本研究の推
進は，実習生のみならず，視覚障害を有する施術者があん
摩マッサージ指圧鍼灸の治療効果を評価す際に有用な評
価方法を検討するのに役立つことが期待できる。

視覚障害者の効果的で質の高い臨床実習プログラム構築に向けた
評価方法に関する探索的研究
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